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第77回
春の安行花植木まつり
4月12・13日、川口緑化センターほか４会
場で開催。花や植木、約770種35,000点
の展示販売のほか、園芸相談や生け花デ
モンストレーションなどが行なわれ、春の
植物を楽しむ多くの来場者でにぎわいま
した。

川口の桜

水墨画に
チャレンジ！
3月29日アートギャラ
リー・アトリアで開催。
水墨画独特の筆の運
びや墨の使い方を学
んだ後、真剣なまなざ
しで作品づくりに取り
組んでいました。

安行原の「ふるさとの森」で、市
指定天然記念物のイチリンソウが
かれんな花を咲かせ、訪れた人た
ちの心を和ませました。

イチリンソウ（一輪草）

元郷学校給食
センターが開所
老朽化した前川学校給
食センターと神根学校
給食センターに替わり、
約１万２千食分の給食調
理を担う市内最大の給
食センターが完成。
4月2日に開所式が行わ
れました。

永堀川公園（辻）
見沼代用水東縁（グリーンセンター付近）芝川の川口五色桜（元郷３付近）

川口桜まつり(4月4～6日、文化放送送信所(赤井３))

芝
川
公
園（
川
口
元
郷
駅
近
く
）
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このコーナーでは「川口宿 鳩ヶ谷宿 日光御成道まつり」に登場した
川口ゆかりの人物を紹介していきます。

大
奥
御
年
寄
　
瀧
山

　
江
戸
城
本
丸
御
殿
。
幕
府
政
庁
の

｢

表｣

、
将
軍
が
政
務
を
執
る｢

中
奥｣

、

そ
し
て
御
台
所
の
住
ま
う｢

大
奥｣

が

あ
り
ま
し
た
。
瀧
山
の
正
確
な
誕
生

日
は
不
明
で
す
が
、
文
政
５
年
（
１

８
２
２
）
、
16
歳
の
頃
に
大
奥
に
上

が
り
、
そ
の
忠
実
な
勤
め
ぶ
り
と
才

幹
を
認
め
ら
れ
、
つ
い
に
御
年
寄
に

昇
進
し
ま
す
。
御
年
寄
と
は
大
奥
の

総
取
締
役
。｢

表｣

の
老
中
に
匹
敵
す

る
大
奥
第
一
の
重
役
で
し
た
。

　
13
代
将
軍
家
定
が
世
子
（
世
嗣
）

の
頃
か
ら
西
の
丸
で
仕
え
、
将
軍
就

任
と
と
も
に
将
軍
付
き
御
年
寄
と
な

っ
た
瀧
山
は
、
14
代
家
茂
に
も
仕
え

る
こ
と
と
な
り
ま
す
。
家
定
生
母
の

本
寿
院
、
家
定
御
台
所
の
篤
姫
（
天

璋
院
）
、
家
茂
生
母
の
実
成
院
、
公

武
合
体
の
た
め
家
茂
に
降
嫁
し
た
孝

明
天
皇
の
妹
和
宮
（
静
寛
院
宮
）
が

暮
ら
す
大
奥
に
あ
っ
て
、
14
代
将
軍

の
座
を
め
ぐ
る
激
し
い
対
立
と
抗
争

に
巻
き
込
ま
れ
て
も
、
気
丈
に
大
奥

を
守
り
抜
い
た
瀧
山
で
し
た
が
、
や

が
て
慶
応
３
年
（
１
８
６
７
）
、
大

政
奉
還
の
年
に
大
奥
を
去
り
ま
す
。

　
そ
の
後
、
侍
女
仲
野
の
生
家
を
頼

り
、
叔
母
の
染
島
と
と
も
に
二
軒
在

家
村
（
現
川
口
市
朝
日
）
に
落
ち
着

い
た
瀧
山
。
こ
の
地
を
終
の
棲
家
と

定
め
、
夫
婦
養
子
を
迎
え
ま
す
。

　
大
奥
で
才
能
を
開
花
さ
せ
、
幕
末

の
動
乱
期
を
気
高
く
生
き
抜
い
た
才

媛
は
、
大
奥
で
は
決
し
て
得
ら
れ
な

か
っ
た
家
族
の
温
も
り
に
包
ま
れ
、

明
治
９
年(

１
８
７
６)

、
71
歳
の
波

乱
に
満
ち
た
生
涯
を
穏
や
か
に
閉
じ

ま
し
た
。
法
名｢

瀧
音
院
殿
響
誉
松

月
祐
山
法
尼｣

。
日
光
社
参
の
将
軍

御
休
息
処
だ
っ
た
錫
杖
寺
で
、
今
も

静
か
に
眠
っ
て
い
ま
す
。

今
回
は
、二
代
の
将
軍
と
生
母
そ
し
て
御
台
所
に
仕
え
、気
丈
に
大
奥
を

取
り
仕
切
っ
た
、御
年
寄 

瀧
山
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

参
考
文
献：『
川
口
大
百
科
事
典
』、川
口
大
百

科
事
典
刊
行
会
、１
９
９
９
、㈱
ぎ
ょ
う
せ
い

『
川
口
史
林
第
77
号
』、川
口
市
郷
土
史
会
、２

０
１
２

気
丈
に
気
高
く
穏
や
か
に

瀧山の墓の左に侍女仲野、右に叔母染島の墓が寄り添う。瀧山の墓
石背面には「東京府士族 東京南伊賀町 七代目主 大岡権左衛門長
女 徳川家大奥老女俗稱 瀧山 行年七十一歳」との銘が刻まれている。
b宝珠山地蔵院錫杖寺：本町2-4-37
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